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I N D E X
■
荒
巻
選
手
が
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
ド
ラ
フ
ト
３
位
指
名
!!････

１

■
駅
伝
部・諏
訪
監
督
が
伊
勢
崎
警
察
署
の
１
日
署
長
に････

２

■
医
学
生
理
学
研
究
所
で
の
看
護
学
部
生
研
究
再
開････

３

■
秋
の
公
開
講
座【
出
版
記
念
特
別
講
座
】････････

４

■
賑
わ
う
雑
草
祭･････････････････････････

４

試合数 59
打数 224
打席 163
得点 49
打点 54
安打 53
二塁打 5
三塁打 0
本塁 10
出塁数 109
犠打 1
犠飛 4
四球 40
死球 16
三振 42
打率 0.325
出塁数 0.489
長打率 0.055
OPS 0.544
盗塁企画 8
盗塁成功 7
盗塁成功率 0.875

　

荒
巻
選
手
は
福
岡
県
の
祐

誠
高
校
出
身
の
内
野
手
で
、

公
式
戦
10
本
塁
打
の
記
録
を

持
ち
「
飛
ば
し
屋
」
と
も
称

さ
れ
る
長
打
力
が
魅
力
の
ス

ラ
ッ
ガ
ー
で
あ
る
。

　

指
名
後
、
記
者
会
見
が
本

学
伊
勢
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て

行
わ
れ
、
練
習
を
終
え
て
駆

　

本
学
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学

部
４
年
の
由
井
真
緒
里
選

手
が
、
９
月
８
日
（
日
曜

日
）に
開
催
さ
れ
た
パ
リ
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
泳

女
子
２
０
０
メ
ー
ト
ル
個

人
メ
ド
レ
ー
決
勝
に
出
場

し
、
３
分
48
秒
88
の
タ
イ

ム
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
て

６
位
に
入
賞
し
た
。
こ
の

結
果
は
、
由
井
選
手
が
３

年
前
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
て
２
種
目
で
６
位

に
入
賞
し
た
快
挙
に
続
く

も
の
で
あ
り
、
２
大
会
連

続
で
の
輝
か
し
い
成
果
と

な
っ
た
。
由
井
選
手
は
、

「
大
学
の
競
技
生
活
中
に

東
京
大
会
と
パ
リ
大
会
合

わ
せ
て
２
度
出
場
す
る
と

い
う
貴
重
な
経
験
を
し
ま

し
た
。
両
大
会
で
は
、
積

み
重
ね
て
き
た
練
習
の
か

い
も
あ
り
、
決
勝
に
進
出

し
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
は

さ
ら
に
高
み
を
目
指
す
た

め
、
社
会
人
と
し
て
新
し

い
環
境
の
中
で
競
技
を
続

け
、
２
０
２
８
年
に
開
催

さ
れ
る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
メ
ダ
ル

獲
得
を
目
標
に
日
々
努
力

し
て
い
く
所
存
で
す
。
こ

の
４
年
間
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
大
学
関
係
者
な
ら

び
に
後
援
会
の
皆
様
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
学
生

の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
在

学
生
の
皆
様
、
大
学
生
活

は
長
い
よ
う
で
短
い
で
す

の
で
、
存
分
に
楽
し
み
、

実
り
あ
る
も
の
に
し
て
く

だ
さ
い
」
と
コ
メ
ン
ト
を

残
し
た
。

水
泳
部
・
由
井
選
手

パ
リ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍

荒巻選手が読売ジャイアンツ荒巻選手が読売ジャイアンツ
ドラフト３位指名 !!ドラフト３位指名 !!

　

10
月
24
日
、
２
０
２
４
年
度
の
プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
が
行
わ
れ
、
本

学
硬
式
野
球
部
で
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
学
部
４
年
生
の
荒
巻
悠
選
手
が
読
売
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
か
ら
３
位
指
名
を
受
け
た
。

け
つ
け
た
荒
巻
選
手
は
報
道

陣
に
対
し
て
「
ず
っ
と
ド
キ

ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。
指
名

を
受
け
て
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
」
と
安
堵
と
嬉
し
さ
が
混

じ
る
表
情
を
見
せ
た
。
指
名

を
受
け
た
巨
人
軍
に
関
し
て

は
「
歴
史
あ
る
チ
ー
ム
で
プ

レ
イ
で
き
る
こ
と
は
と
て
も

嬉
し
い
で
す
。
昔
か
ら
阿
部

監
督
の
ス
イ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム

な
ど
を
参
考
に
し
て
い
ま
し

た
」
と
打
ち
明
け
た
。
ま
た

今
後
の
目
標
と
し
て
「
ス
イ

ン
グ
ス
ピ
ー
ド
が
自
身
の
持

ち
味
な
の
で
さ
ら
に
伸
ば
し

て
い
き
た
い
。
そ
れ
を
活
か

し
打
点
王
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
王

手
。「
憧
れ
の
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
で
四
番
を
任
せ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
、
球
界
を
代
表
す

る
打
者
に
な
り
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語
っ
た
。
そ
ん
な

期
待
の
新
人
に
対
し
水
野
ス

カ
ウ
ト
部
長
は
「
体
も
し
っ

か
り
し
て
い
る
長
打
力
の
あ

る
内
野
手
。
逆
方
向
で
も
ど

こ
に
で
も
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
放

り
込
め
る
よ
う
な
選
手
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
大
き
な
評

価
と
期
待
を
示
し
た
。

を
狙
い
、
チ
ー

ム
の
勝
利
に
貢

献
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込

み
を
語
り
、
長

年
の
夢
の
舞
台

で
あ
る
プ
ロ
野

球
で
の
活
躍
を

誓
っ
た
。

　

同
月
30
日
、

指
名
元
の
巨
人

軍
水
野
雄
仁
ス

カ
ウ
ト
部
長
が

来
校
し
、
取
材

陣
に
囲
ま
れ
る

中
、
荒
巻
選
手

へ
の
指
名
あ
い

さ
つ
が
行
わ
れ

た
。
ド
ラ
フ
ト

指
名
後
は

２
０
０
件
以
上

の
祝
福
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
届
い
た

と
嬉
し
そ
う
に

話
す
荒
巻
選

荒巻　悠　選手
公式戦通算成績

パリ・パラリンピック競泳会場にて
（本人提供）
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箱根駅伝予選会で４位入賞したパトリック・
カマウ選手も安全を呼びかける

駅伝部諏訪監督

サッカーグラウンドの
人工芝張替えと

それに伴う安全祈願

登壇した小川さん、志賀さん、池田さん

集まった大学院関係者ら

　

12
月
３
日
、
本
学
駅
伝
部

の
諏
訪
利
成
監
督
が
冬
の
県

民
交
通
安
全
運
動
に
お
け
る

１
日
警
察
署
長
に
任
命
さ

れ
、
伊
勢
崎
警
察
署
内
で
委

嘱
式
が
行
わ
れ
た
。
諏
訪
監

督
は
ア
テ
ネ
五
輪
６
位
入
賞

経
歴
を
持
つ
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

で
、
東
村
（
現
伊
勢
崎
市
）

の
初
代
名
誉
村
民
で
も
あ

る
。

　

諏
訪
１
日
署
長
は
交
通
安

全
宣
言
を
読
み
上
げ
た
あ

と
、
駅
伝
部
員
や
来
賓
、
警

駅
伝
部
・
諏
訪
監
督
が

伊
勢
崎
警
察
署
の
１
日
署
長
に

ぐ
ん
ま
若
者
シ
ゴ
ト
ー
ク

ぐ
ん
ま
若
者
シ
ゴ
ト
ー
ク

　
「
２
０
２
４

公
務
員
合
格

報
告
会
～
夢

の
つ
づ
き

を
、
語
ろ
う

か
。
～
」
が

12
月
10
日

（
火
曜
日
）、

伊
勢
崎
キ
ャ

ン
パ
ス
の
大

講
義
室
で
開

催
さ
れ
た
。

市
役
所
、
警

察
、
消
防
か

大
学
院
同
窓
会
が

開
か
れ
る
【
初
開
催
】

察
署
員
、
協
会
員
な
ど

の
出
席
者
約
50
名
と
共

に
路
上
で
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
、
道
行
く
ド

ラ
イ
バ
ー
に
飲
酒
運
転

撲
滅
の
チ
ラ
シ
や
反
射

材
な
ど
の
記
念
品
を
贈

呈
し
、
安
全
意
識
を
高

め
る
活
動
を
行
っ
た
。

　

諏
訪
監
督
は
「
公
道

で
練
習
す
る
機
会
は
多

い
の
で
、
部
員
に
は
交

通
ル
ー
ル
に
関
す
る
普
段
の

心
が
け
を
取
材
に
訪
れ
た
報

道
陣
に
語
っ
た
。
活
動
に
参

加
し
た
駅
伝
部
員
の
一
人
は

「
道
路
で
走
る
練
習
を
し
て

い
る
と
、『
頑
張
っ
て
！
』

と
声
を
掛
け
て
く
れ
る
人
が

多
く
、
こ
う
し
た
交
通
安
全

啓
発
を
通
し
て
少
し
で
も
地

元
に
貢
献
で
き
る
こ
と
は
嬉

し
い
」
と
話
し
た
。

　

本
年
１
月
に
伊
勢
崎
キ
ャ

ン
パ
ス
の
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
人
工
芝
張
替
え
工
事

が
完
了
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
飯
玉
神
社

（
伊
勢
崎
市
）
神
主
に
よ
る

安
全
祈
願
が
行
わ
れ
、
本
学

理
事
長
、
学
長
、
サ
ッ
カ
ー

部
監
督
な
ど
が
参
列
し
、
大

学
内
で
の
無
事
故
や
運
動
部

を
含
め
た
学
生
の
活
躍
が
祝

詞
に
の
せ
て
祈
祷
さ
れ
た
。

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
フ

ィ
ー
ル
ド
上
で
サ
ッ
カ
ー
部

の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

期
待
し
た
い
。

ら
採
用
内
定
を
獲
得
し
た
３

人
の
学
生
が
登
壇
し
、
来
年

以
降
、
公
務
員
試
験
を
受
験

す
る
学
生
た
ち
に
向
け
て
、

受
験
勉
強
の
苦
労
や
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
高
め
方
、
合
格

に
役
立
つ
勉
強
法
な
ど
を
語

っ
た
。教
室
は
満
席
と
な
り
、

学
生
た
ち
は
合
格
し
た
先
輩

の
話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。
報
告
会
終
了
後
も
先

輩
た
ち
か
ら
直
接
話
を
聞
こ

う
と
す
る
学
生
の
長
い
列
が

で
き
た
。

　

長
野
県
須
坂
市
役
所
に
就

職
予
定
の
池
田
さ
ん
は
「
大

学
で
学
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
や
健

康
の
知
識
を
活
か
し
、
地
域

の
活
性
化
に
貢
献
す
る
仕
事

が
し
た
い
」
と
将
来
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
語
っ
た
。
受
験
勉
強

に
つ
い
て
は
「
公
務
員
受
験

指
導
の
先
生
が
作
成
し
た
上

武
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
問
題
集
や

過
去
問
を
ひ
た
す
ら
解
き
、

本
番
に
臨
ん
だ
。
面
接
の
練

習
も
丁
寧
に
指
導
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
が
合
格
に
つ
な
が

　

11
月
19
日
、
群
馬
県
と
上

毛
新
聞
社
が
主
催
す
る
「
ぐ

ん
ま
若
者
シ
ゴ
ト
ー
ク
」が
、

本
学
の
高
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
学

生
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
県
内

の
優
良
企
業
４
社
が
ブ
ー
ス

を
出
展
し
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
の
学
生
た
ち
が
次
々
と

訪
れ
、
熱
心
に
採
用
担
当
者

の
話
に
耳
を
傾
け
た
。
学
生

た
ち
の
表
情
に
は
、
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
真
剣
さ

と
期
待
が
に
じ
み
出
て
お

り
、
質
問
を
投
げ
か
け
る
場

面
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　

出
展
企
業
の
中
に
は
、
本

学
の
卒
業
生
が
在
籍
す
る
企

業
も
あ
り
、
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
自

っ
た
と
思
う
」
と
話
し
た
。

　

本
学
で
は
、
公
務
員
受
験

に
対
す
る
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト

を
提
供
し
て
お
り
、
近
年
で

は
行
政
や
自
治
体
、消
防
官
、

警
察
な
ど
幅
広
い
職
種
で
公

務
員
就
職
者
数
が
右
肩
上
が

り
に
増
加
し
て
い
る
。
今
年

度
も
過
去
最
高
の
合
格
者
数

を
記
録
し
、
そ
の
数
は
更
新

を
続
け
て
い
る
。

　

11
月
10
日
（
日
）、
同

窓
会
の
大
学
院
支
部
設
立

パ
ー
テ
ィ
ー
が
エ
テ
ル
ナ

高
崎
で
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
修

了
生
や
在
校
生
に
加
え
、

澁
谷
学
長
を
は
じ
め
と
す

る
教
職
員
も
出
席
し
、
総

勢
50
人
近
く
が
集
ま
っ

た
。
会
場
で
は
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
交
流
が
進

み
、
同
窓
生
同
士
の
再
会

や
新
た
な
つ
な
が
り
が
生

ま
れ
る
場
面
が
多
く
見
ら

れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
た
。

　

特
に
在
校
生
に
と
っ
て

は
、
現
役
の
税
理
士
と
し

公務員合格報告会公務員合格報告会

身
の
仕
事
の
や
り
が
い
や
業

界
の
現
状
に
つ
い
て
語
っ

た
。
さ
ら
に
、
在
学
時
代
の

思
い
出
や
、
学
生
時
代
に
培

っ
た
経
験
が
ど
の
よ
う
に
現

在
の
仕
事
に
役
立
っ
て
い
る

か
と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

披
露
さ
れ
、
学
生
た
ち
は
親

近
感
を
抱
き
な
が
ら
話
を
聞

い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
交

流
を
通
じ
て
、
参
加
学
生
の

１
人
は
「
将
来
の
自
分
を
見

つ
め
る
い
い
機
会
に
な
っ

た
。
気
軽
に
参
加
で
き
る
の

も
良
か
っ
た
」
と
キ
ャ
リ
ア

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
と
同
時

に
、
目
標
に
向
け
た
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
き
っ
か

け
を
得
た
よ
う
だ
。

て
活
躍
す
る
修
了
生
か
ら

直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

た
。
参
加
者
の
一
人
で
あ

る
修
了
生
は
税
理
士
と
し

て
の
具
体
的
な
業
務
内
容

や
、
試
験
勉
強
時
代
の
経

験
、
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て

具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
な
が
ら
語
り
、
在
校

生
た
ち
は
真
剣
に
耳
を
傾

け
て
い
た
。
ま
た
、
在
校

生
か
ら
の
質
問
も
活
発
に

行
わ
れ
就
職
活
動
や
資
格

取
得
に
向
け
た
実
践
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
が
飛
び
交
う

場
面
も
あ
っ
た
。

通
ル
ー
ル
を
徹
底
し
て
守
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
」
と
交
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アメリカでのビジネスを学ぶ参加学生

澁
谷
学
長
が
新
し
い
制
が
ん
剤
候
補

の
物
質
に
つ
い
て
共
同
研
究
を
行
い

欧
文
原
著
論
文
を
発
表

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
中
止
さ
れ
て

い
た
医
学
生
理
学
研
究
所
主

催
の
看
護
学
部
生
対
象
の
生

命
科
学
研
究
が
、
今
年
度
の

夏
季
休
暇
中
に
再
開
さ
れ

た
。
看
護
学
部
１
年
生
の
武

井
さ
ん
は
、「
座
学
だ
け
で

な
く
、
実
際
の
実
験
を
通
じ

て
知
識
を
深
め
た
い
」
と
参

　

本
学
硬
式
野
球
部
が
12
月

21
日
、
本
庄
市
の
「
児
玉
の

森
こ
ど
も
園
」
で
開
催
さ
れ

た
地
域
イ
ベ
ン
ト
「
お
し
ゃ

べ
り
食
堂
」
に
参
加
。
選
手

た
ち
は
野
菜
の
販
売
や
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
、
綿
あ
め
作
り
を

担
当
し
た
ほ
か
、
子
ど
も
た

ち
と
食
事
を
共
に
し
な
が
ら

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
共
有
し

た
。

　

野
菜
販
売
で
は
、
最
初
は

集
客
に
苦
労
す
る
場
面
も
あ

っ
た
が
、
選
手
た
ち
は
試
行

加
を
決
意
。
９
月
９
日
か
ら

13
日
の
５
日
間
、RNA

抽

出
やcDNA

合
成
に
取
り

組
ん
だ
。HeLa

細
胞
と

HEK293

細
胞
を
用
い
、
Ｒ

Ｎ
Ａ
の
濃
度
や
性
質
の
違
い

を
発
見
し
た
こ
と
が
「
特
に

面
白
か
っ
た
」と
振
り
返
る
。

操
作
手
順
を
自
ら
行
い
、
こ

れ
ま
で
写
真
や
言
葉
で
し
か

う
際
、正
確
さ
が
求
め
ら
れ
、

泡
立
ち
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
っ
た
こ
と
が
苦
労
の
一
因

だ
。

　

武
井
さ
ん
は
、「
非
日
常

的
な
小
さ
な
世
界
に
触
れ
、

自
分
の
知
識
と
視
野
が
広
が

っ
た
」
と
語
る
。
実
験
で
使

用
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
検
査
で
知
ら
れ
る
技

術
だ
が
、
そ
の
仕
組
み
を
初

め
て
理
解
で
き
た
こ
と
も
収

穫
だ
っ
た
と
い
う
。

　

指
導
に
あ
た
っ
た
澁
谷
学

長
や
笹
川
主
任
研
究
員
へ
の

感
謝
の
意
を
表
し
つ
つ
、
武

井
さ
ん
は
「
今
回
得
た
経
験

を
今
後
の
看
護
学
の
学
び
に

生
か
し
た
い
」
と
意
欲
を
見

せ
た
。

　

令
和
６
年
８
月
27
日
、
本

学
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
文
部
科

学
省
の
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ

　

澁
谷
正
史
医
学
生
理
学

研
究
所
長
が
、
韓
国

Yonsei

大
学
のH.J. 

Kw
on

教
授
、
微
生
物
化

学
研
究
所
の
渥
美
研
究
員

と
共
同
で
進
め
た
抗
が
ん

剤
候
補
物
質「Ertredin

」

と
そ
の
類
似
物
質
に
関
す

る
研
究
成
果
を
、
国
際
学

術
誌
「Biom

olecules

」

に
発
表
し
た
。
こ
の
研
究

は
、
が
ん
治
療
に
お
け
る

新
た
な
可
能
性
を
示
す
も

の
で
あ
る
。Ertredin

は
、

澁
谷
所
長
が
８
年
前
、
微

４名の大学院経営管理
研究科修了生が

税理士試験免除決定通知書
を受領しました

バイオテクノロジーを用いてGFP遺
伝子を導入した細胞を蛍光顕微鏡で
観察している武井さん

医
学
生
理
学
研
究
所
で
の
看
護
学
部
生
研
究
再
開

硬硬
式式
野野
球球
部部
にに
よよ
るる
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
活活
動動
紹紹
介介

イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
リ
テ
ラ
シ
ー
レ
ベ

ル
）」
に
認
定
さ
れ
た
。

　

本
学
で
は
、
今
年
度
か
ら

特
別
ク
ラ
ス
「
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
ク
ラ
ス
」を
設
置
し
、

「
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ー
タ
分
析
」

「
経
営
数
学
」「
統
計
学
」
と

い
っ
た
専
門
的
な
科
目
を
学

べ
る
環
境
を
整
え
た
。
こ
の

ク
ラ
ス
で
は
、
理
論
だ
け
で

な
く
、
実
際
の
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
実
践
的
な
学
習
が
重

視
さ
れ
て
お
り
、
学
生
は
現

実
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
社
会
問
題

を
題
材
に
デ
ー
タ
解
析
の
ス

キ
ル
を
磨
い
て
い
る
。ま
た
、

履
修
者
は
「
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
テ
ィ
ス
ト
検
定
」「
基
本

情
報
技
術
者
」「
統
計
検
定
」

と
い
っ
た
資
格
取
得
を
目
指

す
こ
と
が
で
き
、
学
び
と
キ

ャ
リ
ア
形
成
を
結
び
つ
け
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て

い
る
。

　

２
０
２
４
年
９
月
２
日
か

ら
９
日
ま
で
、
本
学
主
催
の

「
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

２
０
２
４ 

米
国
語
学
研
修
」

が
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
ア
ー
バ
イ
ン
市
で
実

施
さ
れ
た
。
参
加
者
は
８
名

の
学
生
で
、
語
学
研
修
や
異

文
化
体
験
を
通
じ
て
、
英
語

力
の
向
上
を
目
指
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
初
日
、
学
生

た
ち
は
ア
ー
バ
イ
ン
に
到
着

し
、
語
学
学
校Poly 

Languages Institutes at 

文部科学省「数理・データサイエンス・文部科学省「数理・データサイエンス・
AI教育プログラム（リテラシーレベル）」AI教育プログラム（リテラシーレベル）」

に認定に認定

生
物
化
学
研
究
所
の
研
究

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
た

際
に
発
見
さ
れ
た
物
質
で

微
生
物
由
来
の
化
学
物
質

と
し
て
、
そ
の
当
時
か
ら

抗
が
ん
剤
の
候
補
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
た
。
今
回

の
研
究
で
は
、Ertredin

の
化
学
構
造
を
改
良
し
、

さ
ら
に
幅
広
い
種
類
の
が

ん
細
胞
に
対
し
て
強
力
な

制
が
ん
効
果
を
示
す
類
似

物
質
を
新
た
に
発
見
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。

海
外
研
修

海
外
研
修
inin
ア
メ
リ
カ
・
ア
ー
バ
イ
ン

ア
メ
リ
カ
・
ア
ー
バ
イ
ン

Irvine

（PLI

）
で
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し

た
。
こ
こ
で
は
事
前
の
英
語

力
診
断
結
果
を
基
に
し
た
レ

ベ
ル
分
け
が
行
わ
れ
、
リ
ス

ニ
ン
グ
や
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
、

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
の
授
業
が
始
ま
っ
た
。

他
国
の
学
生
た
ち
と
混
ざ
る

こ
と
で
異
文
化
交
流
が
自
然

に
促
進
さ
れ
た
様
子
で
あ
っ

た
。
学
生
た
ち
は
午
前
中
に

会
話
や
聴
解
、
午
後
に
読
解

や
作
文
の
集
中
講
座
を
受
講

　

本
学
大
学
院
を
修
了
し
た

４
名
が
、
本
年
、
国
税
審
議

会
か
ら
税
理
士
試
験
免
除
決

定
通
知
書
を
受
領
し
た
。
そ

の
う
ち
す
で
に
税
理
士
と
し

て
働
い
て
い
る
半
田
さ
ん
、

宮
内
さ
ん
の
２
名
が
11
月
27

し
中
東
や
ア
ジ
ア

各
国
か
ら
の
参
加

者
と
交
流
す
る
中

で
、
英
語
を
使
っ

た
実
践
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
を
磨
い

た
。
特
に
最
終
日

は
、
ア
メ
リ
カ
の

日
常
会
話
や
ゲ
ー

ム
を
テ
ー
マ
に
し

た
特
別
講
義
が
開

か
れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰

囲
気
で
英
語
を
楽
し
む
場
と

な
っ
た
。

　

語
学
研
修
の
合
間
に
は
、

お
楽
し
み
の
特
別
イ
ベ
ン
ト

も
実
施
さ
れ
た
。
２
日
目
の

夕
方
に
は
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
エ
ン
ゼ

ル
ス
VS
ド
ジ
ャ
ー
ス
戦
を
観

戦
。
特
別
ボ
ッ
ク
ス
席
で
の

食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
試
合

を
見
守
り
、
大
谷
翔
平
選
手

の
活
躍
を
目
の
当
た
り
に
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
観
戦
後

は
、
球
場
の
熱
気
や
興
奮
を

学
生
た
ち
が
語
り
合
う
姿
が

見
ら
れ
た
。
最
終
日
前
日
に

は
、
東
芝
ア
メ
リ
カ
ビ
ジ
ネ

ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
社
を
訪

問
。
学
生
た
ち
は
英
語
で
自

己
紹
介
を
行
い
、
現
地
幹
部

と
直
接
交
流
し
た
。
簡
易
な

英
語
を
用
い
た
ア
ド
バ
イ
ス

や
異
文
化
の
魅
力
に
つ
い
て

の
話
が
交
わ
さ
れ
、
学
生
た

ち
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
と

な
っ
た
。

特別ボックス席から観る大谷選手 !!左から前列、半田さん、宮内さん、後列、佐々木教授、田地野教授

【大学院】

日
（
水
）
に
指
導
教
官
で
あ

る
田
地
野
教
授
の
も
と
を
訪

れ
、
受
領
報
告
と
在
学
中
の

思
い
出
話
な
ど
に
花
を
咲
か

せ
た
。
教
授
へ
の
受
領
報
告

後
、
在
学
院
生
と
の
交
流
会

が
催
さ
れ
、
論
文
テ
ー
マ
の

見
つ
け
方
や
論
文
を
書
き
上

げ
る
の
に
要
し
た
時
間
な

ど
、
い
く
つ
も
質
問
を
受
け

た
２
名
は
、
後
輩
た
ち
に
助

言
を
惜
し
ま
ず
、
貴
重
な
経

験
談
を
披
露
し
て
い
た
。
今

回
の
受
領
を
受
け
て
、
こ
れ

ま
で
の
過
去
７
年
で
合
計
28

名
の
卒
業
生
が
税
理
士
資
格

を
取
得
し
て
い
る
。

知
ら
な
か
っ
た

Ｒ
Ｎ
Ａ
を
実
際

に
観
察
し
た
経

験
は
貴
重
だ
っ

た
と
い
う
。

　

一
方
、
ピ
ペ

ッ
テ
ィ
ン
グ
操

作
の
難
し
さ
も

感
じ
た
。
μ
単

位
の
液
体
を
扱

錯
誤
し
な
が
ら
接
客
方
法
を

工
夫
。
次
第
に
来
場
者
と
の

会
話
を
楽
し
み
つ
つ
、
地
域

の
人
々
と
も
交
流
を
深
め

た
。

　

翌
日
の
12
月
22
日
、
児
童

養
護
施
設
「
雀
幸
園
」
に
て

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
と

交
流
会
を
実
施
し
、
子
ど
も

た
ち
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し

ん
だ
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

選
手
が
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の

衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
お
菓

子
や
文
房
具
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
温
か
な
ひ
と
と

き
と
な
っ
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
後
に
は
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
や
縄
跳
び
、
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ
て
子

ど
も
た
ち
と
交
流
し
た
。
選

手
た
ち
は
「
一
生
懸
命
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち
の
姿
に
元
気
を

も
ら
っ
た
」「
野
球
に
取
り

組
む
際
に
も
全
力
を
尽
く
そ

う
と
改
め
て
感
じ
た
」
と
感

想
を
述
べ
、
短
い
な
が
ら
も

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し

た
。

　

硬
式
野
球
部
の
メ
ン
バ
ー

は
今
回
の
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
社
会
と
の
結
び
つ
き
や

子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合
い

の
大
切
さ
を
実
感
し
た
と
い

う
。
今
後
も
地
域
貢
献
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
む
意
欲

を
見
せ
て
い
る
。
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一
年
３
６
５
日
毎
日
絵
手

紙 

ま
る
ご
と
小
池
邦
夫to

恭
子
（
編
著
：
上
武
大
学
手

が
き
文
化
研
究
所
・
澁
谷
朋

子
）」
の
出
版
を
記
念
し
、

10
月
13
日
（
学
園
祭
「
雑
草

祭
」
と
同
時
開
催
）
に
公
開

講
座
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

講
座
に
は
全
国
各
地
か
ら
約

３
０
０
名
も
の
来
場
者
が
上

秋
の
公
開
講
座

【
出
版
記
念
特
別
講
座
】

賑わう雑草祭

武
大
学
高
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
学

生
ホ
ー
ル
に
足
を
運
び
大
変

な
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

　

講
座
は
２
部
構
成
で
進
行

さ
れ
、
第
一
部
で
は
出
版
さ

れ
る
書
籍
に
ま
つ
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら

れ
た
。
特
に
本
学
客
員
教
授

で
あ
り
、
絵
手
紙
の
創
始
者

と
し
て
知
ら
れ
る
小
池
邦
夫

先
生
の
思
い
出
話
や
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
紹
介
さ
れ
る
場
面
で

は
、
会
場
が
一
気
に
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
多
く

の
笑
い
声
な
ど
も
上
が
っ

た
。

　

第
二
部
で
は
、
恒
例
の
絵

手
紙
実
技
が
行
わ
れ
、
こ
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
ベ
テ
ラ
ン

か
ら
初
心
者
ま
で
幅
広
い
年

代
の
参
加
者
た
ち
が
ハ
ガ
キ

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
す
る
再

利
用
材
の
木
の
板
を
用
い
、

参
加
者
が
自
分
の
感
性
を
活

か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ニ
ー
ク

な
絵
手
紙
を
か
き
上
げ
た
。

ら
れ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
は
、

特
設
会
場
で
同
時
開
催
さ
れ

て
い
る
絵
手
紙
公
募
展
に
多

く
の
参
加
者
が
立
ち
寄
っ

た
。
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品

に
は
プ
ロ
顔
負
け
の
力
作
が

多
数
あ
り
、
訪
れ
た
人
々
は

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
称
賛
の

言
葉
を
か
け
た
り
、
絵
手
紙

の
魅
力
や
可
能
性
に
つ
い
て

新
た
な
魅
力
を
発
見
で
き
た

な
ど
の
声
が
至
る
所
で
聞
か

れ
た
。

　

10
月
13

日
、
14
日
の

２
日
間
に
わ

た
り
、
本
学

の
学
園
祭

「
雑
草
（
あ

ら
く
さ
）祭
」

が
開
催
さ
れ

た
。
今
年
も

多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
目
白

押
し
で
、
学

生
だ
け
で
な

く
地
域
住
民
な
ど
も
参
加

し
、
高
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体

が
活
気
に
あ
ふ
れ
た
２
日
間

と
な
っ
た
。

　

初
日
に
は
、
高
崎
キ
ャ
ン

パ
ス
の
特
設
野
外
ス
テ
ー
ジ

で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
ビ
ン
ゴ

大
会
は
幅
広
い
世
代
の
参
加

者
が
集
ま
り
、
次
々
と
発
表

さ
れ
る
数
字
に
一
喜
一
憂
す

る
姿
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

学
生
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
看

護
学
部
の
研
究
発
表
会
で
は

学
生
た
ち
が
日
ご
ろ
の
学
び

の
成
果
を
披
露
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
彼
ら
の
熱
意
と
知

識
に
感
心
し
、
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

　

教
室
で
は
留
学
生
ス
ピ
ー

チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、

中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
タ
イ
、

ネ
パ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
７

か
国
の
多
様
な
文
化
背
景
を

持
つ
留
学
生
（
計
15
名
）
が
、

自
国
の
観
光
ポ
イ
ン
ト
や
食

文
化
な
ど
に
つ
い
て
発
表
を

行
っ
た
。
留
学
生
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
や
経
験
を
流

暢
な
日
本
語
で
語
り
多
く
の

　

講
座
の
終
盤

で
は
、
来
場
者

全
員
が
楽
し
み

に
し
て
い
た
プ

レ
ゼ
ン
ト
抽
選

会
が
行
わ
れ
、

群
馬
県
な
ら
で

は
の
特
産
品
が

豪
華
賞
品
と
し

て
提
供
さ
れ
、

当
選
者
に
は
大

き
な
拍
手
と
と

も
に
賞
品
が
贈

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

２
日
目
は
さ
ら
に
大
き
な

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
芸

能
人
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
お
笑

い
コ
ン
ビ
の
オ
ズ
ワ
ル
ド
と

マ
ル
セ
イ
ユ
が
登
場
し
、
観

客
を
笑
い
の

渦
に
巻
き
込

ん
だ
。ま
た
、

附
属
幼
稚
園

児
に
よ
る
ダ

ン
ス
発
表
も

大
き
な
注
目

を
集
め
、
和

太
鼓
に
あ
わ

せ
て
一
生
懸

命
踊
る
姿

に
、
保
護
者

や
観
客
た
ち

の
温
か
い
声

援
が
送
ら

れ
、
会
場
全

体
が
和
や
か

な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。

編著者・澁谷理事長による講演

喜びあふれるプレゼント抽選会

特設絵手紙公募展も盛況 第２部で指導を行う登坂絵手紙協会長

附属幼稚園児による和太鼓演奏

タピオカドリンクや母国の料理を振る舞う留学生有志

看護ポスター発表会


